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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・新患10月22日（土）２名、10月24日（月）2名あります。

・青風荘の入所者を対象に心理検査を、医師意見書作成のため実施していきます。
　対象者：高島吉太郎様　馬渡武光様　田中正士様　小向武雄様　小野寺ノリ様　稲垣ふき様　

＜外来受診情報＞

・松川　翠様～10/24診察日ではありませんが、心理検査を実施する予定です。

・本多　富美様～デイケアへ欠席の連絡がありますが、呂律不良の様子が伺われ、確認すると眠れないとの事で、就床前薬を２包ずつ服用していとのこと。就床前薬はもうないとの事で、不調などがあるときには、連絡いただきたいこと伝えています。

・大久保　律子様～受診時には、２日前に夫様に頭を踏まれてから頭痛があるとのことで、ＣＴを希望されているが、診察時には痛みが消失されたため、経過観察となります。

・沢田　三朗様～デイケアへ参加していないこと情報提供しています。主治医へは本人様より、家の生活が慣れてから参加すると話されています。診察中の表情は明るく、眼光の鋭さや声高さはみられない。山田ＰＳＷと話し、デイケアへ顔を見せてから帰ることで了解され、１時間程参加されています。上川原様と話しをして過ごすが帰りたそうにいることが目立っていたとの事。今後青明舎をつなぐことと、受診時にはデイケアへ参加しない時には、デイケアスタッフやＰＳＷや外来スタッフが関わりを持つようにしましょう。意欲が持てるようにプログラムを進めるとともに、自炊や洗濯などリハビリができるような家での生活に基づいたプログラムも考えていきましょう。家族との関わりについては、訪問看護へも協力して頂きましょう。
・久保　興介様～ユーパンを服用していているが、効果が得られている感じがないとのことで、ユーパンが止めとなっています。韓国でのセミナーへ参加されているが、幻聴はなく、プラス面として度胸がついたと話されている。本日デイケアへ参加し話があるとのことで、時間をつくって頂きたいとのことで、セミナーでの状況など確認していく。
＜栄養指導＞

・川口　八寿子様～間食が増えていること指導し、減らすようにしている様子だが、まだ間食の量が多いため、間食の分量について説明しています。右肋骨部位の痛みがあるため運動は、福井整形外科の許可がおりてから実施していくこととしています。

・澤口　直美様～今回初めての栄養指導となる。ご家族と共に参加し、1600kcalの食事について説明しています。食事に関しては問題ない様子であるため、運動について説明し、デイナイトでのエアロビも勧めています。18日のデイナイトでエアロビに参加し、実行できている。

・種本　サハ様～夕食は自分で作り食べたいとの事を話されています。間食についても、ごはんであったものが、バナナやヨーグルトへ変わってきていること評価しています。野菜が少ないので、野菜も摂るよう伝えています。

・番沢　政勝様～コーヒーを1日3缶飲んでいるとの事で、インスタントコーヒーにし角砂糖を１個にしてみるよう勧めています。ビタミンCを摂取したいと相談がありますが、食事で十分に補えているため、サプリメントなどを利用しこれ以上のビタミンCは摂取する必要がないこと説明しています。

・溝越　キク様～食事など改善されていな様子がみられている。息子様もダイエットをしているので、息子様と協力し実施していくよう勧めています。
・四戸　冷子様～肉が硬くて食べにくいとのことだが、食事は全量摂取できている。今後も食事が摂れることや体重が減少しないように伝えています。

＜四戸冷子様情報提供＞

・病名：胆のう癌、多発性骨転位、症状：黄疸、疼痛

　上記にてモルヒネ、MSツワイスロン（10）１C１×朝で服用することになっています。今後は

当院へいつ入院してもおかしくない状態となっています。副作用として、排便の確認、吐き気、

嘔吐、痛みの程度の観察が必要となります。
